










遺伝相談は,心身障害対策の一つの要として位置づけられる必要があり,遺伝相談と心身障

害対策のこの有機的関連性は,遺伝相談にとっても,また,心身障害対策自体にとっても欠

くことは出来ない。近年,遺伝相談は,国民や医療に直接従事する人々のみならず,心身障害

関連事業従事者をはじめ地方自治体でも広く関心を持たれるようになってきているが,そ

の理解は,なお不充分であり,また,誤解きれている部分も少くない。遺伝相談と心身障害対

策の有機的関連性は,遺伝相談に対する関係者の正しい理解が基礎になることは,言をまた

ない。しかし,遺伝相談に直接関与する人々の間ですら,いくつかの重要な問題についての

コンセンサスがなお,不充分であるのが,現状といえる。 

本研究班は,遺伝相談に関与する広い領域の研究者によって構成されており,昨年度から,

遺伝相談ネットワークのあり方を全国・地域レベルで検討,また,遺伝相談に必要な基礎的

知識の整理,遺伝相談にかかわる諸問題の検討をすすめてきた。昨年度,その一部分を報告

したが,本年度は,更にコンセンサスを得るための研究と討議を行った。また,来年度,先天

異常モニタリング班で作成する「遺伝相談ガイドブック」に,これらの研究と討議を集約す

べく,その目次と整理すべき問題点を討議した。この「遺伝相談ガイドブック」作成は,遺

伝相談に関与する人々の遺伝相談に対する正しい理解の基礎となるばかりでなく,遺伝相

談と心身障害対策の有機的関連性のあり方を示す資料として,将来の厚生行政,心身障害対

策を検討するうえで欠くことのできないものとなる。 


